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明治時代の歌舞伎 

別役実とラーメンズの方法論 

ニュージャーマンシネマの受容 

変わりゆくテレビ CMの役割 

宝塚歌劇団研究 

寺山修司論 

『もののけ姫』は傑作であったか 

テレビドラマ『HERO』論 

鶴屋南北『四天王楓江戸粧』考 

『F・R・I・E・N・D・S』論 

『女中たち』論 

松尾スズキのドラマツルギー 

映画美術におけるレトロフューチャーの役割 

日露文化交流の可能性 

時間を操る映画、時間に操られる映画 

ハムレットの独白 

〈新しい女〉と近代日本 

ジョン・カサヴェテスの即興演出 

ブログ炎上はなぜ起きるのか 

視覚と音響 

映画的視覚 

商業としての演劇 

Drama と社会 

映像と視覚的思考 

日本演劇の公演システム 

ロングテイクと現実 

クルド人をめぐる映画 



『人質』をめぐって 

外国映画における日本 

冷戦下のキューブリック 

新作落語の体系的研究 

テレビ報道の限界とドキュメンタリー 

アン・リーの世界 

映画における性行為 

アートとしての映画 

映画と想像 

音楽活動とミュージックビデオ 

東映城落城 

非デザイナー的デザインの世界 

北村道子の映画衣装 

映像作品における映像と音楽 

新世代の広告とクリエーティブ 

ロードムーヴィー 

演じる身体をめぐって 

映像メディアにおける著作権 

つくられたことば、その不自然さ 

三島由紀夫『近代能学集』の研究 

ビートルズと映画 

Michel Gondry “Star Guitar” 

ベルナール＝マリ・コルテス『ロベルト・ズッコ』をめぐって 

ベケット世界と現代社会 

ウディ・アレン論 

デイヴィッドリンチ論 

ミュージックビデオの存在価値とこれから 

北村想の世界 

九州北部の民俗芸能 



「マトリックス」補完計画 

映画と音 

劇場の公共性 

携帯電話の発達と文化の関わり方について 

近松とその時代 

舞踊における身体 

日本ヌーヴェル・ヴァーグとその時代 

映像における大衆煽動の可能性 

中村隆太郎のアニメーション研究 

大学で演劇を学ぶ 

９０年代以降の富野由悠季監督作品と現代社会 

コメディ映画は音を得てどう変わったのか。 

小劇場演劇における公演の運営 

映画と食事 

木村威夫の映画美術 

ディズニーのミュージカル戦略 

日本映画 

デジタル時代の写真 

クロード・ルルーシュ論 

 


